



「わかる 」 算数科の授業づ く り を 目 指 し て ー
学習開発コース (1 1 220909) 高 橋 文 明
本研究では， 問題解決型指導にお け る 主た る 課題点を学習成立の個人差の発生 と 捉え，
ユニバーサルデザイ ンの視点を取 り 入れる こ と で、動題解決を図 っ た。 具体的には， ユニバ
ーサルデザイ ンの①可視化情報の活用， ②疑問 と 考えの共有化の 2 つの視点に着 目 し， そ
の有効性を第 5 学年算数科の授業実践において検証した。 その結果， 可視化耕寸の活用や
個の考えの全体共有が， 低位 ・ 上位 と も に学習の成立において有効であ る こ と が明 ら かに
な っ た。
[キー ワ ー ド] 問題解決型指導， 算数科の授業， ユニバーサルデザイ ン， 可視化， 共有化
1 問題の所在 と 方法
(1) 問題の所在お よ び研究の背景
小学校算数科において， 問題解決型指導 (問題
提示 自 力解決 練 り 合い ー ま と め) が多 く 実施
さ れている。 坪 田 (2003) は， 問題解決型指導は子
ど も の課題解決意欲をかき 立て， 子 ど もの思考力
や主体的な学びを育て る のに大変有効であ る と 述
べている。 しか し一方で， 課題点 も存在 している。
子 ど も の学習の成立において個人差が生 じて しま
う 点である。 自 力解決や練 り 合いの場面では， 算
数科に苦手意識の あ る子 ど も が 自 分の力で課題を
解決で、き なかっ た り ， 主体的に練 り 合いに参加で
き なかった り する こ と が よ く 見 られる。 そ う な る
と ， 苦手意識のあ る 子 ど も は教師の支援があ っ て
も 十分に学習 を深 め る こ と ができ な く なる。 算数
科の学習に対する参加意識が低 く なって しま う こ
と も あ り 得る。 学習が十分に深め られなければ，
学力 を身につ け る こ と ができ ない上に， 学習意欲
の低下に よ り ， 算数科に対 しての 「楽 し さ 」 を感
じ る こ と も少な く なっ て く る だろ う 。 学級全体で
算数科授業の 「楽 し さ 」 を実感ででき ， 算数科が
得意不得意にかかわ らず， どの子 ども も 「わかるJ
授業づ く り を 目 指 してい く こ と が重要であ る と 考
える。
(2) 研究の 目 的
本研究では， 問題解決型指導にお け る 主た る 課
題点を学習成立の個人差の発生 と 捉え， ユニバー
サルデザイ ンの視点を取 り 入れる こ と で課題解決
を図る。 本研究では， 問題可決型指導の形式的な
流れに着 目 する のではな く ， 柔軟な学習の展開に
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着 目 して考えてい く も の と する。 「 自 力解決j や 「練
り 合し リ の場面において， でき る 限 り 個人差が生
じないよ う にする ために， 子 ども の思考の状態に
応 じた耕オや学習形態を取 り 入れてい く 。 具体的
には， ユニバーサルデザイ ンの視点に着 目 し， ど
の子 ど も に と っ て も 「わかる」 授業づ く り を 目 指
してし 、 く 。 本研究においての 「 自 力解決」 と は，
個の学びを成立 させ深め る ために， 個での考え，
ペアやグループ。等で、のかかわ り 合いを総合 し た も
の と 考える。 ま た 「わかる j と は， 子 ど も が授業
のね ら い を達成でき る 状態 と 考え る。 ユニバーサ
ノレデ、ザイ ンの視点を取 り 入れる こ と で， 問題解決
型指導の課題点を補填 し， でき る 限 り 個人差を減
らすこ と を図 る。 どの子 ど も に も 「わかるJ 算数
科の授業づ く り を， 実樹受業を通 して明 らかに し
てい く 。
(3) 研究の方法
本研究では， ユニバーサルデザイ ンの 2 つの視
点に着 目 してし 、 く 。 2 つの視点 と は， ①可視化情
報の活用， ②疑問や考えの共有化である。
①可視化情報の活用
主に可視化教材を取 り 上げ， 可視化でき る情報
を可能な限 り 可視化 し， 学習熟題に取 り 組みやす
い環境をつ く り ， 学習内容の理解を図 る。
②疑問や考えの共有化
「 自 力解決J I練 り 合いJ の場面において， 個で
考える こ と に こ だわ らず， 一人の疑問や考えをベ
アやグループ。で考える こ と で共有化を図る。 自 分
の考え を深めた り ， わか ら ない こ と がわかる よ う
に な っ た り する こ と ができ る よ う にする。 ま た，
一人一人の子 ど も の授業への参加意識の高ま り に
ついて も見てし 1 く 。
上記の視点を活用 し 実践授業を行 う 。 授業に
お け る子 ども の反応や子 ど も の学習 コ メ ン ト を分
析 し それぞれ どの よ う な成果が見 られたかを検
証する。 算数科の得意な子 ど も と して A 児， 算数




ユニバーサルデザイ ン と は， 本来建築や製品に
扱われる用語で 「誰にでも使いやすいデザイ ンj
と し づ 意味を持っ ている。 授業においては， r どの
子 ど も に も わかる授業のデザイ ン」 と し づ 意味で
捉え られている。 具体的には， 授業をわか り やす
く する ために本質的に改善 し， その上に個別の支
援や配慮、を して い く こ と であ る。 そ う する こ と で，
支援や配慮を要 しない子 ど も に も 有効であ る と 考
え られている。 ま た， 通常学級において特別支援
教育の要素を取 り 入れる こ と で、ユ ニバーサルデ、ザ
イ ン化を図る こ と も考え られてい る。 慶瀬 (2009)
は， r教科教育でわかる授業づ く り を進め る こ と に
特別支援教育の要素を取 り 入れる こ と は， 決 して
相反する も のではない。 これか ら は通常教育 と 特
別支援教育を同 じ 目線で一緒につなげる も のにで
き る。 」 と 述べている。 ユニバーサルデ、ザイ ンには，
授業の焦点化， 授業の可視化， 授業の共有化な ど
の視点があ り ， 教科や授業の形態において， 有効な
視点に基づいて授業づ く り をする こ と ができ る。
山本 (20 1 1) は， 算数科の授業のユニバーサノレデ、
ザイ ン化について実蹴受業を行っ ている。 子 ども
一人一人の認識過程， 思考過程 を見 と っ た上で、問
題解決型の形式か ら脱却 してい く こ と が重要で、あ
り ， 授業は子 ど も の認識に則っ て構成 し， 全員が
活動でき る よ う に仕組む こ の重要性について述べ
ている。 子 ど も一人一人の認識過程， 思考過程を
見 と る と い う こ と は， 教師が子 ど も一人一人の活
動量を よ く 見て， その子 ど も の能力 に合っ た学習
が でき る よ う にする と い う こ と であ る。 こ の観点
か ら ， 必ず し も 問題解決型の形式的な枠に と ら わ
れず， 子 ど も の認識過程や思考過程に合わせて授
業 を構成 してい く こ と を重視 している。 こ れは，
問題解決型指導の形式あ り き ではな く ， rわかる J
授業づ く り のために， まず子 ど も の実態を よ く 知
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り ， 子 ど も の認識や思考あ り き で授業の展開 を組
み立て る と い う こ と を意味 している。 山本が主張
する授業の展開では， 短時間の 自 力解決の後に必
ず友達の考えを読み取る 共有 (読解 ・ 表現 ・ 再現)
の時間 を設け， 子 ど も が学習 した こ と を十分に理
解でき る よ う に している。 筆者は， 問題解決型指
導の形式ではな く ， 過程に着 目 している。 子 ども
が視琶の解決に向 けて， 個の学びだけでな く 学習
集団での学びの共有に よ っ て 「わかる j 授業にな
っ てい く と 考えている。 その点か ら 見れば， 山本
の研究で主張 さ れている共有 (読解 ・ 表現 ・ 再現)




多 く 活用 されてい る が， その領域や単元において，
よ り 有効な可視化教材を開発 してい く 。 可視化教
材は， 体験的な活動か ら学習 を促進するハンズオ
ン ・ マ ス の観点か ら有効であ る と 考え る こ と がで
き る。 坪田 (2004) は， rハンズオン ・ マス は， イ メ
}ジの伝達が しやす く ， 容易に実際の確認ができ
る。 」 と 述べてい る 。 可視化耕才の 「視覚的に情報
を獲得でき る j と い う 特性は， rイ メ ージの伝達が
しやすい」 こ と や 「容易に実際の確認ができ る 」
と い う ハ ンズオン ・ マ ス の考え と 共通 してお り ，
その点か ら見 る と 可視化教材の活用 は有効であ る
こ と が考え られる。
3 実践 と 結果 (明 らかにな っ た こ と )
本研究の実践は， 教職専門実習 E で配属 さ れた
山形市内 X 小学校で、行っ た。 以下の実践の報告は，
上記 X 小朝交において実践 した算数科の授業につ
いての も のである。
第 5 学年 「分数を も っ と 知 ろ う J の単元におい
て実樹受業を実施 した。 全 11 時間の内， 5 時間の
授業実践を行っ た。 内容は， 分数の大き さ につい
て考え る ， 約分について知る ， 通分について知 る ，
通分を利用 して異分母の加法を行 う こ と であ る。
[事例 1 可視化樹オの活用 ]
日 時 : 平成 23 年 1 1 月 10 日 (木) 2 校時
1 時間 目 /全 1 1 時間
単元の 1 時間 目 は， 分母 と 分子に同 じ数をかけ
て も分数の大き さ はかわ ら ない こ と を確かめ る こ
と がね ら いで、あ っ た。 こ の時聞に可視化耕オ と し
て A4 サイ ズの折 り 紙を使用 した。 (図 1 参照) A4
折 り 紙を 2 回折っ てでき る 4 つの長方形の一つに
着色する。 全体の長方形の数が分母， 着色 した部
分の長方形の数が分子 に相 当する。 着色は， 1/4 
の分子の大き さ が操作を続けて も変わ らないこ と
を可視化 させた も のである。
子 ど も達は， 3 回， 4 回 と 折 り 込む操作活動を行い，
折 り 目 ででき た全体の長方形の数が 4 倍に な っ て
増えてい く こ と に気づいた。 ま た， 着色 した部分
は変わっ ていない こ と に も気づいていた。 折 り 目
が増え る ご と に， 分数と して数値化 してい く と ，
分母 と 分子の数が増えて も着色 さ れている部分の
大き さ は変わ ら ない こ と に も気づき ， 驚き を 口 に
していた。 算数科に対 して苦手意識を持つ B 児は，
分数の大き さ を常に視覚的に捉えなが ら操{何舌動
を行 う こ と で， 意欲的に学習に取 り 組むこ と がで
き た。




- 分母と分子の数が変わっ て も ， 大
き さ は変わ らないこ と が一 目 でわ
かった。
・ 色をつけたと こ ろ を見る と ， 1/4 
も 8/32 も 同 じだ、った。
- 折る こ と に よって長方形の数が増
えていっ たけ ど， 色をつけた部分
の大き さは変わっていなかっ た。| ・ 分数で 1/4 や 山 と数を見る よ り
も， わか り やすかったO
図 1 . 可視化教材
{事例 2 疑閤や考えの共有化]
日 時 : 平成 23 年 11 月 15 日 (火) 2 校時
3 時間 目 /全 11 時間
単元の 3 時間 目 において， 約分について考え る
授業を行っ たo I分母 と 分子に同 じ数をかけていけ
ば， 際限な く 大き な数値にな り ， 簡単な数値で表
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すこ と はでき ないかJ と し 寸 子 ども の疑問か ら授
業を展開 した。 こ の実践授業では， 疑問や考えを
共有化する こ と に焦点を当てた。
課題提示の と き ， I分数の大き さ が 同 じな ら ば，
簡単な数で表す方法はないで し ょ う か」 の発間後，
数人のつぶやき が出た後， しば ら く の沈黙の場が
でき た。 こ の場面は， つぶやいた数人だけが参加
意識を持つのではな く ， でき る だけ多 く の子 ど も
に参加意識を も っ て ほ しい と い う 教師の思いがあ
っ たo こ の タ イ ミ ングにおいて， I分数をでき る だ
け簡単な数で表すにはJ をテーマ に， ベアやグル
ープで疑問や考え を共有する話 し合いを取 り 入れ
た。 個だけで考え る 時聞か ら， 疑問や考えを共有
す る 時間 にする こ と で， 一人で、 じ っ く り 考え る こ
と ができ た り ， 一人では考え られない子 ど も が よ
り 多 く の情報に触れて学んだ り する こ と がで き た。
A 児は， 自 分の考えた こ と を クツレーフ。の友達に
話すこ と で， 分母 と 分子の最大公約数を用いて表
すこ と に気づ く こ と がで き た。 B 児は， は じめ は
ま っ た く 話 し合いに参加でき ていなかっ たが， グ
ノレーフoの友達 と 話 している う ち に， 分母 と 分子を
同 じ数でわれる こ と に気づいた。
表 2 . 子どもの学習 コ メ ン ト②
A 児
B 児
- 友達の考えがよ く わか り ，
自分の考えも く わ し く なっ
た。
・ わからなかったけ ど， 安心
して学習でき た。 わか らな
その他 | いこ と がわかる よ う になっ
4 考察
て う れしい0
・ 自 分達の考え と他のク守ル}
フ。の考えが違っ たので， そ
の理由 をみんなで考えた。
実関受業をふま え， 以下の よ う に考察 した。
(1) 可視化情報の活用
子 ど も の感想(表 1， 表 2) か ら， 可視化教材の
活用 に よ っ て， 分数の大き さ についての理解が容
易にできていた こ と がわかっ た。 可視化教材が子
ど も の念頭におけ る 思考を しやす く してい る も の
と 考え る 。 A 児においては， 一 目 でわかる と い う
可視化耕オの特性が効果的に伝わっ ていた こ と が
わかる。 B 児においては， も と も と 念頭操作が苦
手だ、っ た こ と か ら考 え る と ， 分数の大き さ を理解
する上でも興味関心を持たせる上でも， 可視化教
材は有効で、あっ た と いえ る。 B 児は， まず視覚的
に捉え られる情報に関心を持つ こ と がで き ， 算数
科の学習に対する抵抗感を もつこ と な く 取 り 組め
た と 考え る こ と ができ る。 算数科の学習に関心を
も っ て取 り 組む こ と ができ る こ と が， B 児に と っ
て学習の成果 と 見 る こ と が で き る 。 こ の授業で
は， A 児， B 児に限 らず， 約 8 割の子 ど もが， 可視
化耕寸が有効で、ある学習 コ メ ン ト を書いている。
以上の こ と か ら ， 1 時間 目 の分数の学習におい
て可視化教材の活用 は有効である と 考え る こ と が
でき る。
(2) 疑問や考えの共有化
B 児の様子か ら考える と ， 一人の疑問や考えを
共有する こ と で， 苦手意識があ っ て も安心 して学
習 でき る よ う になっている こ と がわかる。 ま た， A
児の様子か ら， 算数科の得意な子 ど も において も，
さ ら に考えに深ま り を も て た こ と がわかる。 特に
B 児においては， 意欲的に学習 に参加する こ と で
「分数がわかる 」 状態に なっ た こ と に う れ し さ を
感 じていた。 B 児の大き な変容 と 言える。
自 力で考える場面か ら ， 友達 と 疑問や考えを共
有化する場につなげてい く こ と で一人一人の参加
意識が向 上 し， 学習意欲の感 じ られる授業にする
こ と ができ た。 参加意識を持つこ と も 「わかる J
こ と につなが っ ている と 考え る こ と ができ る。
形成的評価 と し て 実施 し た小テ ス ト の結果か
ら も ， 可視化耕オの活用 と 疑問 と 考えの共有化に
よ る成果が， 子 ど もの分数の大き さ の理解につな
が っ た こ と が考え られる。
5 到達点 と 課題
(1) これまで、の実践研究の成果
研究の 目 的達成において， 以下の成果を得た。
①可視化教材の有効性
可視化耕オの活用 は， r 自 力解決J において， ど
の子 ど も において も数(分数) の量を理解す る のに
有効で、あっ た。 ま た， 可視化教材を活用する こ と
で， 算数科・に苦手意識を も っ てい る 子 ど も に も ，
学習への関心や 「わかる」 よ ろ こ びを も たせる こ
と ができ た。 こ れ ら の こ と か ら 3 可視化情報の活




「 自 力解決j や 「練 り 合い」 の場面において，
一人の疑問や考えを共有する こ と で， 多様な考え
を も と に よ り 個の考えを深め る こ と ができ た。 ま
た， 算数科に苦手意識のある子 ど も でも， 意欲的に
学習に参加 し学習の成果を出すこ と ができ た。 こ
れ ら の こ と か ら ， 疑問や考えの共有化の活用が個
人差の減少に効果があっ た と 考え る こ と ができ る。
(2) 今後の熱題
研究の 目 的達成において， さ ら なる課題 と して
以下の点が挙げられた。
①授業全体の展開について
問題解決の過程において， 子 ど も の認識や思考
に則っ て， 柔軟な授業展開の在 り 方を模索 してい
く こ と が課題であ る。 可視化教材や疑問 ・ 考えの
共有の活用 は授業展開の一部 と して有効性を確か
め る こ と ができ たが， 授業全体の展開 と して， ど
の よ う に組み立ててい く こ と ができ る かを， 今後
の授業実践で明 ら かに してい く 必要がある。
②ね ら い と 評価の在 り 方
ユニバーサノレデ、ザ、イ ンの授業においては， ね ら
いの設定， 評価の観点について明確に してい く 必
要があ る 。 「わかる 」 授業 と い う のは， 決 して知識 ・
理解や表現 ・ 処理において 「わかるJ こ と のみを
指 している のではな く ， どの よ う な過程:で思考 し
たか， どの よ う な考えを も て る よ う になっ たかに
ついて も含めて考えている。 今後の実樹受業を展
開する にあた り ， どのよ う なね らい を設定 し， ど
の よ う に評価の観点を も っ てい く かを明確化する
こ と も重要な課題 と 捉えている。
以上の成果 と 課題を踏ま え， rわかる 」 算数科の
授業づ く り を 目 指 して， 検討， 実践を していき た
し 、。
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